
可
観
小
説
経

H

ピ
と
有
候
と
と
に
御
座
候
。
本
文
の
所
は
其
内
御
光
臨
の
節
、

節
も
御
覧
被
下
候
桜
陀
可
仕
候
。

一
、
梁
子
一
の
御
文
章
御
見
せ
本
監
の
至
奉
存
候
。
別
啓
認
世
候
ま

a
A

、
印
附
蹄
使
候
。
そ
れ
に
も
巾
上
候
ご
と

t
、
と
れ
ら
の
文
章
時

勢
を
も
見
巾
さ
る
L
背中
、
世
態
も
し
れ
候
都
民
候
。
本
の
外
K
側
係

不
少
も
の
と
山
中
存
候
。
必
十
/
¥
御
脱
稿
の
後
、

可
被
下
候
。
別
版
陀
も
申
上
候
ご
と

t
、
必
宇
'
彼
子
耳
に
か
h
A

り
候

ご
辿
御
う
つ
さ
せ

事
も
可
有
之
か
と
存
候
成
有
之
候
。

川市
し
て
今
日
の
御
紙
上
に
も
、

共
通
被
仰
下
候
。
某
恐
存
は
此
所
削
本
旅
の
而
目
第
一
義
陀
事
存

候
。
彼
子
此
た
び
の
都
、
御
序
文
に
で
児
候
へ
ば
、
出張
中
子
弟
教
育

の
任
と
見
え
申
候
。
敏
夫
質
は
御
行
じ
の
前
の
事
陀
候
。
詩
材
は
す

ぐ
れ
候
。
似
よ
り
た
る
都
に
候
問
、
文
章
な
ど
の
都
民
ゐ
し
入
れ
候

て
朋
ひ
も
候
は
ピ
、
手
馴
め
さ
れ
候
は
ピ
、
と
れ
叉
共
材
に
服
じ
候

市
中
は
可
有
之
候
。
師
道
を
以
て
任
じ
候
は
、
主
に
と
や
ら
む
刑
判
を
騰

に
使
ひ
候
ゃ
う
の
事
に
て
、
久
し

t
候
て
背
中
の
敗
れ
可
有
之
か
。
む

か
し
浪
州
棚
押
聞
に
仕
へ
ら
れ
し
時
も
そ
の
如

t
k候
ひ
き
。
も
し

そ
れ
ら
の
都
も
候
時
陀
、
御
文
立
の
排
陀
よ
り
、
先
宮
の
時
き
帥
怖
に
見

候
人
の
あ
る
ま
止
き
も
の
に
も
無
之
候
。
し
か
る
陀
賞
兄
陀
も
御
覧

年
も
、
す
て
も
の
に
仕
り
世
候
て
、
三
年
過
ぎ
候
て
花
の
聞
き
候
時

花
、
ふ
と
心
づ
き
見
候
へ
ば
、
種
々
の
菊
共
皆
々
一
同
に
す
き
と
黄

色
の
花
に
成
候
。
然
れ
ば
師
世
h
k

の
色
は
、
乎
入
に
て
出
来
候
事
と
存

候
と
中
候
き
。
此
も
の
元
来
不
製
紙
術
陀
て
、
責
を
以
て
正
色
と
す

な
ど
申
す
柑
舶
な
ど
、
刊
少
に
も
し
ら
ぬ
も
の
に
候
。
た

Y
JI
見
候
所

を
申
し
た
る
に
て
候
。
と
れ
に
よ
り
存
候
陀
、
月
令
に
菊
有
z
資
器
-
と

候
時
分
よ
り
、
陶
淵
明
時
分
迄
は
天
生
の
ま
L
陀
て
、
荊
と
い
へ
ば

資
な
る
も
の
に
候
と
見
え
候
。
其
後
庇
宋
の
比
よ
り
、
種
々
に
懇
菊

の
法
訣
た
ど
申
す
都
民
て
放
賊
せ
も
れ
、
刻
も
う
ろ
た
へ
候
て
、
た

と
へ
ば
人
医
酒
を
の
ま
せ
、
醇
狂
し
候
を
見
候
ゃ
う
の
事
に
な
り
候

事
と
脊
候
。脱
出
ら
ば
君
子
は
資
花
の
外
は
、貸
し
候
は
ん
事
陀
も
な

t

候
は
ん
か
。
か
の
長
屋
の
附
陀
す
て
ら
れ
候
は
、
人
の
賞
翫
に
逢
候

は
ぬ
が
幸
忙
な
り
、
静
促
し
て
天
性
を
復
し
て
皆
々
資
に
成
た
る
に

て
候
は
、
酒
の
醇
の
限
た
る
に
可
有
之
候
。
人
多
く
し
て
天
に
勝
っ

と
申
す
も
、
天
定
り
候
と
申
す
も
、
夜
祭
平
且
の
策
と
申
す
も
、
赤

子
の
心
を
失
ひ
候
は
ぬ
と
巾
す
も
、
千
一官
官
同
部
郡
A

の
工
夫
可
有
之

事
陀
候
か
。
人
民
手
入
れ
を
せ
ら
れ
う
ろ
た
へ
候
は
、
ま
だ
し
も
の

都
民
候
。
自
分
に
う
ろ
た
へ
候
て
、
時
制
々
の
色
を
あ
ら
は
し
、
資
色

可
思
小
股
巻

H

四

じ
つ
け
ら
れ
候
所
有
之
と
見
え
、
第
一
節
の
所
に
紋
平
生
を
御
申
つ

t
し
、
末
枕
聞
に
歪
り
て
底
土
自
由
の
身
と
は
ち
が
ひ
候
問
、
人
の
師

表
と
な
ら
れ
候
所
陀
心
を
つ
け
候
へ
と
は
、
よ
〈
と
モ

f
I被
仰
候
。

も
し
紋
子
耳
に
あ
た
り
候
は

r
、
そ
れ
は
あ
な
た
の
心
得
遼
陀
候
。

老
儒
先
生
に
言
を
間
ひ
申
さ
れ
候
上
は
、
そ
の
言
を
版
府
し
候
分
別

の
告
陀
候
。
た
ピ
/
¥
ほ
め
ら
れ
た
が
り
候
て
、
見
せ
も
の
に
仕
り
、

ほ
と
り
候
は
ん
心
得
陀
て
は
本
立
な

t
候
。
も
し
民
涯
に
御
+
ん
と
申

す
心
候
は
ど
、
似
干
の
た
め
に
は
と
れ
ほ
ど
の
家
貨
は
あ
る
ま
じ
き

と
準
存
都
民
候
。

一
、
此
問
ひ
と
つ
抜
々
め
づ
ら
し
き
都
世
承
り
、
推
し
ひ
ろ
め
候
て

大
に
し
て
天
下
問
家
、
小
に
し
て
身
家
の
心
得
に
日比
り
候
は
ん
と
む

候
事
二
品
候
問
、
御
次
手
陀
申
土
候
。
長
崎
抽
出
州
の
家
人
に
て
、
今

度
供
仕
り
来
り
候
も
の
も
み
、
な
陀
と
な
〈
中
物
語
医
、
菊
は
京
に
て

事
の
件
は
や
り
申
候
。
共
身
も
作
り
候
と
見
え
申
候
。
扱
菊
と
申
す

も
の
は
、
元
来
貨
な
る
も
の
と
見
え
候
。
外
の
種
々

の
色
は
、
人
の

手
入
に
て
か
は
り
候
と
有
候
。
其
故
は
京
へ
参
り
候
事
年
々
候
へ
ば
、

菊
の
郁
々
の
引
間
を
う
つ
し
、残
り
し
は
一
長
屋
の
わ
き
に
す

τ也
候
。
主

ほ
ど
有
之
候
。
ひ
た
と
珍
し
き
が
入
り
候
故
、
そ
れ
を
ば
今
年
も
明

を
う
し
な
ひ
し
は
猪
又
無
念
の
事
に
も
候
は
ん
。
さ
り
と
は
珍
敷
事

を
た
め
し
候
物
語
承
候
と
有
候
故
、

一
二
大
時
巾
上
候
。
以
上
。

ji1J 

後

“
訓

倫
h

々K
京
蹄
雑
枇
の
一
布
胡
も
、
居
所
も
な
〈
う
ろ
た
へ
候
う
ち
、
な
に
も
世綜官
物

を
見
候
は
ん
郡
も
な
ら
宇
宇
，
中、

た
め
に
あ
と
さ
き
な

t
瞥
あ
つ
め

筑

守

て
、
東
披
海
外
陀
て
松
人
様
鬼
侠
に
似
た
る
事
、
制
抑
拘置
し
て
自
主

送
り
候
矧
陀
候
へ
共
、
し
た
て
候
物
の
都
民
候
へ
ば
、
大
手
継
を

努
し
た
き
と
の
志
願
の
み
に
て
候
。
官
同
h
k

岡
上
。
巴
上
。

皿
沼
は
梁
間
庄
内
阻
面
wr
文
.
新
井
氏
へ
見
せ
惜
へ
ば
兆
泡
拘
に
℃
胎
問。
見
叉
初
の
事
往
巾
也
候
。此

一蜘
件
い
づ
れ
る
仏
m
m
に
符
彼
。
叉
是
低

E
の
見
箆
あ
る
人
鑓
mw候
。
悶
志
の
衆
へ
御
見
せ
可
抗
依
。

先
住
此
町
彼
組
め
符
支
制
御
山
市
保
艇
事
。

一
、
長
蒋
者
等
泊
宥
品
開
正

能
州
鳳
至
郡
浦
上
郷
町
村
普
通
寺
隠
居
耐
正
、
亭
保
七
年
百
二
十

歳
。
官
位
五
十
四
歳
、
一
鮪
正
が
第
六
子
と
云
。
一
向
宗
故
也
。
八
十一

哉
の
女
今
現
在
、
共
品
跡
剛
山
女
の
四
守
山
廿
亡
。
牧
十
郎
兵
術
今
数
紡
破

鍋
御
用
陀
付
、
皆
月
陀
在
留
の
内
、
耐
正
へ
劉
商
候
施
、
年
来
八
十

議
許
陀
相
見
え
行
歩
も
相
川
ひ
、
か
た
き
梨
世
な
ど
も
給
申
、
同
耳

も
建
者
陀
候
。
子
供
は
何
も
四
十
歳
以
後
川
生
、

江
戸
御
披
御
詐
献

の
刻
人
夫
に
て
他
魁
、
御
捌
俊
巾
候
。
大
成
叫
の
山
山
も
承
候
得
北
ハ
、

国
三
三

a‘ 




